
影
響
等
に
就
て
）
あ
り
数
練
に
移
る

各
本
科
一
年
並
師
範
科
一
年
は
執
銃
各
個
分
隊
赦
練

各
本
科
二
年
並
師
範
科
二
年
は
執
銃
帯
剣
各
個
、
分
隊
数
練

各
本
科
―
―
一
年
は
執
銃
帯
剣
分
隊
、
小
隊
密
集
、
戦
闘
赦
練

各
本
科
四
年
並
師
範
科
三
年
は
執
銃
帯
剣
各
個
、
小
隊
、
密
集
戦
闘
数
練

中
隊
密
集
数
練
を
行
ふ

各
年
級
共
先
運
動
場
の
北
端
に
南
面
し
て
集
合
山
口
少
佐
の
指
揮
の
許
に

校
長
及
査
閲
官
の
閲
兵
に
始
ま
り
約
四
五
十
分
宛
の
数
練
を
宜
施
す
分
隊
、

小
隊
の
指
揮
は
同
級
生
中
よ
り
特
に
軍
隊
生
活
の
罷
験
な
き
者
を

指

名

す

中

隊
赦
練
は
山
口
少
佐
自
ら
指
揮
せ
ら
る

数
練
を
終
り
た
る
後
各
年
級
共
學
科
の
詢
問
あ
り
副
官
は
絶
え
ず
列
中
の

生
徒
に
近
づ
き
學
科
的
質
問
せ
ら
る

正
午
終
つ
て
午
後
一
時
よ
り
再
び
査
閲
官
校
長
以
下
會
議
室
に
入
り
査
閲
官

よ
り
講
評
を
受
＜

尚
本

成
績
一艮
好
指
揮
者
の
態
度
及
列
中
生
の
侃
面
目
な
事
は
昨
年
と
は
全
く
異
り

國
家
の
軍
隊
と
し
て
も
犀
し
か
ら
ず
見
受
＜

〔
脱
字
〕

講
評
終
つ
て
よ
り
打
て
軍
事
赦
練
並
に
盟
育
燈
操
に
闊
し
及
び
そ
の
施
設

等
に
就
き
互
に
意
見
の
交
換
を
な
す

軍
事
赦
練
に
附
隧
し
て
本
學
期
中
に
本
科
四
年
及
圏
蜜
師
範
科
三
年
全
證
の

宜
弾
射
撃
演
習
を
行
ふ
筈

御
大
葬
に
開
し
て

二
月
七
日
御
大
葬
営
日
本
校
に
於
て
は
午
前
十
時
職
員
生
徒
全
部
大
講
堂
に

集
合
正
木
校
長
の
奉
悼
の
辟
あ
り
大
正
天
皇
御
員
影
に
最
後
の
御
拝
を
な

〔洩〕

す

営

日

は

屈

員
、
給
仕
、
小
使
に
至
る
迄
浅
な
く
御
拝
を
な
さ
し
む

森
芳
太
郎

校
よ
り
本
校
を
代
表
し
て
職
員
十
五
名
生
徒
五
十
名
二
重
橋
外
に
於
て
御
葬
儀

を
奉
送
す
又
校
長
以
下
相
嘗
資
格
者
は
或
は
葬
場
殿
に
先
着
或
は
二
重
橋
よ

り
供
奉
し
て
御
大
葬
に
参
列
す

関

連

事

項

①

写
真
科
廃
止
、
移
管

本
校
の
臨
時
写
真
科
は
小
川
一
真
を
代
表
と
す
る
写
真
業
界
、
正
木
直
彦
校

長
、
鎌
田
弥
寿
治
、
結
城
林
蔵
ら
の
努
力
に
よ
り
大
正
四
年
に
設
置
さ
れ
、
同

十
二
年
に
写
真
科
と
改
称
さ
れ
た
が
、
同
十
五
年
五
月
十
九
日
、
文
部
省
令
第

二
十
二
号
を
以
て
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
送
り
出
さ
れ
た
卒
業
生
は
四
十
七

名
で
あ
っ
た
。

写
真
科
の
東
京
高
等
工
芸
学
校
へ
の
移
管
、
教
官
の
異
動
に
つ
い
て
は
既
に

製
版
科
廃
止
の
項
で
述
べ
た
が
（
国
頁
）
、
移
管
の
経
緯
に
磋
鉄
が
あ
っ
た
た

め
、
同
科
が
本
校
に
存
在
し
た
期
問
の
後
半
部
は
運
営
が
変
則
的
で
あ
っ
た
。

即
ち
、
大
正
九
、
十
年
度
は
生
徒
を
募
集
せ
ず
、
同
十

一
年
度
は
募
集
。
同
十

二
、
十
三
年
度
は
募
集
せ
ず
、
同
十
四
年
度
は
募
集
と
い
う
具
合
で
、
同
科
廃

止
の
時
点
で
は
同
十
四
年
度
入
学
生
七
名
が
居
り
、
彼
ら
は
東
京
高
等
工
芸
学

校
印
刷
工
芸
科
写
真
部
に
編
入
さ
れ
た
。

教
官
の
異
動
に
つ
い
て
言
え
ば
、
製
版
科
廃
止
の
項
の
記
述
と
多
少
重
複
す

る
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

鎌
田
弥
寿
治

”
”
~
5
豆
酎
戸
虹
←
幻
〗
戸
叩
豆
立
佃
戸
呵
‘
写
真
術
担
当

留
任
し
て
金
工
科
、
鋳
造
科
の
工
芸
化
学
担
当
講
師
と
し
て
昭
和
三
年
一――

月
ま
で
在
職
。

教
授
、

工
芸
化
学
、
物
理
学
、
写
真
術
担
当
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て
い
る
。

大
正
十
五
年
四
月
二
十
三
日
、
西
田
正
秋
が
助
教
授
（
美
術
解
剖
授
業
担

当
）
に
任
命
さ
れ
た
。
以
後
昭
和
四
十
四
年
ま
で
本
校
お
よ
び
東
京
芸
術
大
学

に
在
職
す
る
。

西
田
は
明
治
三
十
四
年
に
東
京
市
本
郷
区
西
片
町
に
生
ま
れ
、

翌
四
十
年
熊

本
市
に
転
居
。
熊
本
中
学
校
在
校
中
に
神
戸
へ
移
住
し
て
関
西
学
院
中
学
に
転

校
し
た
。
中
学
一
年
の
と
き
か
ら
植
物
学
専
攻
の
父
の
指
森
の
も
と
で
特
に
動

物
学
の
研
究
を
始
め
た
。
大
正
九
年
上
京
し
て
同
十
五
年
本
校
を
卒
業
す
る
ま

で
の
こ
と
は
、
助
教
授
任
命
の
際
に
提
出
し
た
履
歴
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

川
端
霊
學
校
ハ
東
京
市
小
石
川
謳
下
富
坂
町
十
九
ニ
ア
リ
。
洋
霊
部
ノ
教

② 
大
正
十
四
年
十
二
月

S
昭
和
三
年
一
二
月
在
外
研
究
。
工
芸
化
学
、
化
学
実

験
授
業
担
当
教
授
と
し
て
昭
和
九
年
八
月
ま
で
在
職
。

畑
保
之
助
教
授
、
写
真
実
習
担
当

大
正
十
五
年
五
月
東
京
高
等
工
芸
学
校
助
教
授
に
転
任
。

助
教
授
、
写
真
科
理
事
、
工
芸
化
学
、
化
学
、
化
学
実
験
担
当

長
口
宮
吉

大
正
十
五
年
五
月
東
京
高
等
工
芸
学
校
助
教
授
兼
本
校
講
師
と
な
り
、
昭

和
二
年
三
月
ま
で
本
校
に
関
係
。

久

米

福

衛

”

鰐

彗

頸

隷

配

大
正
十
五
年
六
月
講
師
を
辞
任
。

伊
藤
龍
吉
講
師
、
写
真
科
修
正
術
担
当

大
正
十
五
年
五
月
解
嘱
゜

西
田
正
秋
の
起
用

③
 

授
ハ
藤
島
武
二
先
生
、
同
監
督
ハ
富
永
勝
重
先
生
ナ
リ
。
同
校
通
學
中
約
一

年
間
神
田
ノ
ア
テ
ネ

・
フ
ラ
ン
セ
ニ
通
學
シ
佛
蘭
西
語
ヲ
修
學
ス
。
爾
後
今

日
マ
デ
貧
弱
ナ
ガ
ラ
獨
習
セ
リ
。

美
術
學
校
ニ
テ
ハ
教
室
ハ
藤
島
武
二
先
生
ノ
教
室
ヲ
選
ビ
語
學
ハ
英
語
ヲ

選
フ
。
選
揮
科
目
ハ
西
洋
蓋
科
ナ
リ
シ
モ
考
フ
ル
慮
ア
リ
テ
大
村
〔
西
崖
〕

先
生
ノ
東
洋
考
古
學
ヲ
選
ベ
リ
。

美
術
學
校
二
年
生
ノ
時
特
待
生
二
選
定
セ
ラ
レ
級
長
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
。
同
三

年
ノ
時
副
級
長
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
。
其
他
種
々
ノ
委
員
等
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
シ

7
ァ

リ
同
校
在
學
五
年
間
・ニ
ハ
自
己
ノ
趣
味
性
格
上
買
技
ヲ
學
ブ
傍
ラ
美
術
二
闘

ス
ル
各
學
科
ニ
ッ
キ
テ
柳
力
研
究
ス

。
就
中
、
藝
術
用
解
剖
學
ヲ
最
モ
好
ミ

ソ
ノ
研
究
ヲ
専
攻
セ
ン

1
ヲ
志
シ
多
少
基
礎
學
科
ヲ
モ
獨
習
シ
書
籍
研
究
材

料
等
ノ
蒐
集
ニ
モ
勉
メ
今
日
二
及
ベ
リ
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
藝
術
用
解
剖
學
」
の
研
究
が
久
米
桂
一
郎
に
認
め

ら
れ
て
、
後
継
者
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

西
田
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
や
同
じ
年
の
八
月
か
ら
東
京
帝
国
大
学
医
学

部
解
剖
学
教
室
に
通
い
始
め
、
一
年
間
に
亙
っ
て
屍
体
解
剖
実
習
そ
の
他
を
研

究
し
、
基
礎
知
識
を
修
得
し
た
。

高
村
光
雲
の
退
官
お
よ
び
名
誉
教
授
推
戴

大
正
十
五
年
三
月
三
十
一
日
、
彫
刻
科
主
任
教
授
高
村
光
雲
が
退
職
し
た
。

そ
の
長
年
の
功
績
に
鑑
み
、
本
校
は
名
脊
教
授
の
称
号
を
贈
る
べ
く
、
次
の
よ

（「
特
十
職
員
関
係
書
類
叱
初
」）
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